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米
原
子
力
艦
船
に
お
け
る
重
大
事
故
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測
に
関
す
る
質
問
主
意
書

米
軍
は
横
須
賀
、
佐
世
保
、
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
の
各
米
軍
港
湾
施
設
を
、
年
間
を
通
じ
て
原
子
力
艦
船
の
母
港
や
寄
港
地
と

し
て
使
用
し
て
い
る
。
三
港
湾
は
事
実
上
、
原
発
立
地
地
域
と
変
わ
ら
ず
、
我
が
国
は
米
軍
基
地
問
題
だ
け
で
な
く
米
国
か
ら

原
子
力
艦
船
に
お
け
る
事
故
の
危
険
性
も
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。

（
一
）

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
原
発
の
重
大
事
故
時
の
放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測
「
放
射
性
物
質
の
拡
散
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
試
算
結
果
に
つ
い
て
」
を
十
月
二
十
四
日
に
発
表
し
た
（
二
十
九
日
に
修
正
）
。
前
記
の
三
港
湾
に
つ
い
て

も
原
子
力
艦
船
の
重
大
事
故
時
の
拡
散
予
測
を
発
表
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
の
か
。

（
二
）

三
港
湾
の
周
辺
自
治
体
が
原
子
力
災
害
に
対
す
る
地
域
防
災
計
画
を
立
て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に

自
治
体
へ
の
支
援
を
行
う
の
か
。
従
来
ど
お
り
防
災
計
画
を
作
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
地
方
公
共
団
体
の
判
断
に
よ

る
も
の
」
（
石
塚
貢
・
科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
局
長
、
一
九
八
八
年
五
月
十
三
日
の
参
議
院
科
学
技
術
特
別
委
員

会
）
と
い
う
見
解
か
。

一



（
三
）

こ
れ
ま
で
政
府
は
日
本
に
寄
港
す
る
米
軍
の
原
子
力
艦
船
に
つ
い
て
、
米
国
政
府
と
の
累
次
に
わ
た
る
覚
書
等
に

よ
っ
て
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
で
安
全
で
あ
る
と
答
え
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
八
日
の
衆
議
院
外
務
委
員
会
で
は
、
「
米
側
の
声
明
あ
る
い
は
覚
書
、
そ
れ
に

基
づ
く
措
置
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
米
国
の
原
子
力
軍
艦
の
寄
港
に
際
し
て
の
安
全
上
の
問
題
と
い
う
も
の
は

十
分
確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
（
海
老
原
紳
・
外
務
省
北
米
局
長
）
。

我
々
は
、
昨
年
三
月
十
一
日
の
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
の
数
年
前
か
ら
、
「
巨
大
な
地
震
と
押
し
波
と
引

き
波
を
合
わ
せ
た
津
波
が
老
朽
化
し
た
日
本
の
原
発
を
直
撃
し
、
外
部
電
源
も
内
部
電
源
も
失
う
全
電
源
喪
失
に
な
っ

た
時
に
は
、
炉
心
溶
融
に
至
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
警
告
を
繰
返
し
発
し
て
き
た
。
し
か
し
、
東
京
電
力
も
政
府

も
「
原
発
は
炉
心
溶
融
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
」
と
答
え
る
だ
け
で
、
対
応
策
を
取
ら
な

い
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
、
今
日
も
な
お
十
六
万
人
を
超
え
る
住
民
が
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
、
現
在
の
生
活
も
将
来
の
生
活
再
建
の
展
望
も
生
ま
れ
て
こ
な
い
事
態
が
続
い
て
い
る
。

「
累
次
に
わ
た
る
覚
書
に
よ
っ
て
、
米
軍
原
子
力
艦
船
で
は
原
発
事
故
は
起
こ
ら
な
い
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
見
解

（
一
九
八
八
年
五
月
十
三
日
の
参
議
院
科
学
技
術
特
別
委
員
会
で
の
岡
本
行
夫
・
外
務
省
北
米
局
安
全
保
障
課
長
の
答

二



弁
、
同
じ
く
石
塚
貢
・
科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
局
長
の
答
弁
等
）
を
、
国
民
の
前
で
証
明
で
き
る
か
。
で
き
る
と
す

れ
ば
、
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
い
。

（
四
）

横
須
賀
港
に
停
泊
す
る
米
国
の
原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
は
、
津
波
に
よ
る
事
故
、
と
り
わ
け
引
き
波

に
よ
る
着
底
、
座
礁
、
転
覆
及
び
冷
却
水
の
取
水
不
能
に
よ
り
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
焼
き
つ
い
て
使
用
不
能
と
な
る

問
題
、
あ
る
い
は
炉
心
溶
融
に
な
る
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
佐
世
保
や
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
は
米
原
子
力
空
母

や
米
原
子
力
潜
水
艦
等
が
た
び
た
び
寄
港
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
想
定
の
下
に
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、
米
海
軍
の
原
子
力
軍
艦
の
安
全
性
に
関
し
て
ど
の

よ
う
に
説
明
を
求
め
、
把
握
し
て
い
る
の
か
。

（
五
）

三
港
湾
で
原
子
力
艦
船
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
炉
心
溶
融
に
伴
う
放
射
性
物
質
の
放
出

に
よ
り
、
一
週
間
及
び
一
年
間
の
累
積
放
射
線
量
で
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
地
域
は
ど
こ
ま
で
と
考
え
て
い
る

の
か
。

（
六
）

沖
縄
に
所
在
す
る
米
軍
基
地
の
総
面
積
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
等
の
面
積
に
、
補
助
対
象
と
し
て
い
る
単

位
面
積
当
た
り
の
発
電
量
と
同
等
の
太
陽
光
発
電
施
設
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
何
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
発
電
電
力
量
が

三



得
ら
れ
、
そ
れ
は
現
在
の
沖
縄
電
力
の
販
売
量
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
か
。

（
七
）

政
府
は
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
の
今
国
会
で
の
事
後
同
意
を
見
送
る
た
め
に
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
附

則
に
基
づ
い
て
、
十
一
月
二
日
に
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
て
い
る
旨
を
衆
参
両
院
に
対
し
て
通
知
し
た
。
原
子

力
緊
急
事
態
宣
言
が
続
い
て
い
る
の
な
ら
ば
、
福
島
第
一
原
発
の
「
冷
温
停
止
状
態
」
、
原
発
事
故
の
収
束
宣
言
は
撤

回
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
撤
回
し
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

右
質
問
す
る
。

四


